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事前協議書添付書類 図面記載例（解体施設） 

記入に当たっての注意 
① 寸法を記入すること（ｃｍ単位）。 
② 囲い及び排水溝についても記載すること。 

 

１ 平面図記載例（解体施設） 
 

 

 

 

    (※品目毎のエリアも明示すること) 
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  事務所              解体作業場 
           （床面：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ打設） 
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入口 
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 囲い 

※ 単位はｍ又は㎝ 
※ 各施設の位置関係が、確認できるように敷地境界等からの距離も記載すること。 
※ 洗車設備、消防設備も記載すること。 
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２ 立面図記載例（解体施設） 
 
○使用済自動車保管場所及び解体自動車保管場所の囲い（金網） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○部品保管設備 
※柱、壁、屋根等の材質も記載する。（別途仕様書でも可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○解体作業場及び事務所 
 ※柱、壁、屋根等の材質も記載する。（別途仕様書でも可） 
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３ 断面図記載例（解体施設） 
 
○解体作業場床面 

 
 
   150 
GL 
 
 
 
 
 
 
○油水分離装置 
※既製品を使用する場合は、カタログ等を添付することも可。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 構造図記載例（解体施設） 
 
○囲い 
 「２ 立面図記載例」の「使用済自動車等保管場所及び解体自動車保管場所」と同じ 

 
○油水分離装置（上面） 
 ※既製品を使用する場合は、カタログ等を添付することも可。 
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